
 第57回山形県通信陸上競技大会  

山形地区 一般・中学の部  実施要項 
 

新型コロナウイルス感染症の影響で中止する場合があります 

 

１ 主  催  山形新聞・山形放送  一般財団法人山形陸上競技協会 

 

２ 共  催  山形県高等学校体育連盟 

 

３ 後  援  山形県教育委員会  山形県中学校体育連盟 

 

４ 主  管  天童東村山地区陸上競技協会  山形市陸上競技協会 

 

５ 期  日  ２０２１年５月３日（月･祝）     山形地区 一般･中学の部 

              今回は、高体連専門部の取り決めにより「山形地区 高校の部」を実施しない 

 

       <予定時刻> 競技開始 ９:３０ 競技終了 １５:００ （記録集計完了１７:３０） 

 

６ 場  所  ＮＤソフトスタジアム山形  （ 天童市山王1-1 TEL 023-655-5900 ） 

       （一般・中学）上山市，山形市，天童東村山地区，西村山地区，北村山地区 陸協の会場 

 

７ 種  目 

  (1) 共通種目（集計種目） ※山形地区会場は共通種目のみ実施 

 【 一 般 男 子 の部 】 100ｍ 5000ｍ 4×100ｍＲ 走幅跳 砲丸投(7.26kg) 

 【 一 般 女 子 の部 】 100ｍ 1500ｍ 4×100ｍＲ 走幅跳 砲丸投(4.0kg)  

 【 中 学 男 子 の部 】 200ｍ 1500ｍ 4×100ｍＲ 走幅跳 砲丸投(5.0kg) 

 【 中 学 女 子 の部 】  200ｍ 1500ｍ 4×100ｍＲ 走幅跳 砲丸投(2.721kg) 

                    参加人数に応じて予選～決勝を行う。 

 

８ 競技方法  共通種目のみ、各会場の記録（予選から決勝まで）を本部で集計して県内の順位を 

        決定する。 

 

９ 参加資格・本大会の登録番号 

  (1) 2021年度山形陸上競技協会登録者で、かつ県内在住者であること。 

     ただし、大会1日目の前日から起算して14日以上県内に滞在している県外在住の山形陸協 

     登録者（県外の大学生・社会人等）については、県内在住者とみなして参加を認める。 

  (2) 中学生・大学生・一般は、2021年度の登録番号で申し込むこと。 

  (3) 村山地区の高校生は、山形地区の「一般の部」に申込み及び出場することができない。 

     また、村山地区の高校生は、他地区（酒田地区、鶴岡地区、米沢地区）の「一般・高校の部」

に申込み及び出場することができない。 

 

10 出場制限  １人２種目以内（リレー除く）とする。 

  ※ 中学の部は、各種目ともトラック１校８名以内、フィールド１校４名以内とする。 

  ※ リレーは 1 団体 1 チーム以内とする。混成チーム(異なった所属の競技者による編成)の参加 

は認めない。 

  

11 競技規則  2021年度日本陸上競技連盟競技規則による。 

 

12 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策 （別紙参照） 

  (1) 本競技会は､「無観客」で行う。 

     入場できるのは、競技関係者（競技者、指導者、競技役員）のみとする。 



      一般の部の指導者は１団体、監督・コーチ２名以内、中学の部の指導者は、1校顧問等３名以 

内とし、運営協力をすること。（審判員有資格者は競技役員、無資格者は運営役員（感染症対 

策係等）とし、参加申込書の様式に記載すること。） 

     スタンド、サブグラウンドなどの具体的な使用制限については、後日「山形陸協ホームページ」 

     に掲載する。 

  (2) 会場の受付で、体調管理報告書を提出し、配布されるリストバンドを装着し、指定された場所 

から入退場すること。発熱など体調の悪い人の参加、入場はお断りします。 

     書類の提出者は､団体（チーム・学校）は代表者､個人（個人で参加する競技役員を含む）は本人とする。 
            学校の教員(顧問、競技役員)は団体での対応とする。 

  (3) 参加申込書、体調管理報告書及び関係書類（ファイル）等を山形陸協ホームページに随時掲載 

するので、確認すること。 

 

13 参 加 料 

  (1) 一般・中学とも  １種目 ７００円  リレー(1チーム)１,５００円 

  (2) 一旦納入された参加料は、いかなる場合も返金しない。  

 

14 申込方法 

  (1）書類の提出 （下記「(4) 申込先」あて） 

     ① 電子メールで送信するもの  

      必要事項を記載した「参加申込書(個人種目)」「参加申込書(リレー種目)」「参加料納入書」。 

      （ 申し込みファイルを、山形陸上競技協会のホームページからダウンロードすること。 ） 

     ② 郵送するもの（電子メール送信用に作成したものを印刷）  

     ・参加申込書（中学校は「健康証明書・出場認知書」に校長の記名押印があるもの） 

     ・参加料納入書 

     ・参加料（現金書留による） 

  (2) 申込先に、4 月 14 日（水）（午後 5 時必着）まで申し込むこと。 

      ただし、新入生の入学関係で書類(学校長印)が間に合わない場合のみ、当該書類の 

      提出日を 4 月 15 日（木）まで延ばすが、［ ①電子メールで送信するもの ］は 

      4 月 14 日（水）午後 5 時までとする。 

  (3) 中学生の参加申し込みでは、所属校の校長の「健康証明書・出場認知書」に 

     公印を押印して提出すること。公印がないものは出場を認めない。 

    (4)  申込先 

地区 種別 電子メールアドレス 郵送のあて先 

山形地区 

一般・中学 

yj-tushin@jaaf-yamagata.jp 
 （第57回山形県通信陸上競技大会 
  申込み用アドレス） 

〒990-0103   

 天童市大字川原子 1445-2 

  一般財団法人山形陸上競技協会 あて 

 

15 表  彰  共通種目のみ、部門別に第３位まで賞状を授与する。当日の表彰式は行わない。 

        記録の集計については、「８ 競技方法」による。 

 

16 記録報告  共通種目のみ部門別に上位記録第８位までの一覧表を作成し、各種目決勝終了後、 

        記録本部に報告する。 

 

17 そ の 他 

(1) アスリートビブス（ナンバーカード）は「９ 参加資格・本大会の登録番号 (2)」により、 

男子は黒字・女子は赤字とし、各自準備すること。 

   (2) 主催者及び共催者は、取得した情報を、大会の資格審査、プログラム編成及び作成、 
    記録発表、公式ホームページその他競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。 
    また、テレビ･ラジオ･新聞･雑誌･インターネット等の媒体に掲載することがある。 
  (3) 競技中に発生した傷病についての応急処置は主催者側にて行うが、以後の責任は負わない。 

           



第 57 回⼭形県通信陸上競技⼤会<会場 ＮＤソフトスタジアム⼭形> 

別 紙 

新型コロナ感染拡大防止に関して大会関係者にお願いする事項 

 
（１）競技会当日に以下の体調等に関する確認書類（体調管理報告書）を提出すること。 

①連絡先（感染者が発生した場合に必要） 

② 当日の体温及び過去１週間の体調（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合） 

③ 過去 14 日以内に同居家族や身近な知人に感染が疑われる者の有無 

④ 過去 14 日以内に入国制限の国・地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触の有無 

以上の②から④の事項に該当する場合は参加できません。 

 

（２）競技会全体での感染防止策 

① マスクを着用すること。 

※運動中（任意）、周囲に人がいない場合及び熱中症防止等やむを得ない場合を除き、 

マスクの着用を徹底する。 

② こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

③ 密閉、密接、密集の三密を避け、ソーシャルディスタンスを確保すること。 

④ 競技会中に大きな声で会話、応援等をしないこと。 

⑤ 感染防止のために主催者が定めた処置を守り、指示に従うこと。 

⑥ 競技会終了２週間以内に新型コロナ感染症を発症した場合、主催者に速やかに報告すること。 

  （連絡先：山形陸上競技協会事務局 TEL：023-657-3070   FAX：023-665-5579 ） 

⑦ 競技会前後のミーティング等を簡潔にし、その際においても三密を避けること。 

 

（３）競技中やウオーミングアップ時 

① 汗拭きタオル等の共用はしないこと。 

② 水やスポーツドリンク等の回し飲みをしないこと。 

③ 飲みきれなかったスポーツドリンク等を指定場所以外に捨てないこと。 

④ ウオーミングアップは個別に行い、参加者以外付き添いなどの立ち入りを禁ずる。 

⑤ 競技中やウオーミングアップ時において、唾や痰をはくことは極力行わないこと。 

⑥ 競技の待機場所等では会話を控えること。 

⑦ 競技（レース、試技）の前後に石鹸で手洗い又は手指消毒をすること。 

 

（４）スタンド等での応援（競技者・運営役員以外は立入り禁止です。） 

① 観戦者同士が密な状態とならないよう、座席等の間隔を十分空けて座ること。 

② 大声での声援を送らず、また会話を控えるよう心掛けること。 

③ 会話をする場合にはマスクを着用すること。 


